
鴻巣市建設キャリアアップシステム活用モデル工事試行要領

第１ 目的

公共工事の適正な品質を将来にわたって確保するためには、優れた技能と経験を有

する技能者が、その能力や経験に応じた適切な処遇を受けられる労働環境を整備する

ことが不可欠となっている。

この要領は、ＣＣＵＳ活用モデル工事（推奨型）（以下「モデル工事（推奨型）」とい

う。）及びＣＣＵＳ活用モデル工事（義務型）（以下「モデル工事（義務型）」という。）

を試行することにより、建設キャリアアップシステム（以下「ＣＣＵＳ」という。）の

普及及び活用拡大を図り、もって中長期的に社会資本整備の担い手である技能者の確

保及び育成を促進することを目的とする。

第２ 用語の定義

１ この要領において「ＣＣＵＳ」とは、一般財団法人建設業振興基金が運営する技能者

の資格、現場の就業履歴等を業界横断的に登録・蓄積するシステムをいう。

２ この要領において「下請事業者」とは建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２条

第５号に規定する下請人をいう。

３ この要領において「技能者」とは、元請事業者及び下請事業者の直接的な作業を行う、

技能を有する労働者をいう。

４ この要領において「事業者登録」とは、ＣＣＵＳに事業者情報の登録を行うことをい

う。

５ この要領において「技能者登録」とは、ＣＣＵＳに技能者情報の登録を行うことをい

う。

６ この要領において「管理者ＩＤ登録」とは、元請事業者が元請事業者がＣＣＵＳに現

場管理者の登録を行うことをいう。

７ この要領において「カードリーダー」とは、ＣＣＵＳの技能者の就業履歴情報の登録

に対応した、現場に設置する端末をいう。

８ この要領において「就業履歴情報登録」とは、技能者による現場での建設キャリアア

ップカードを用いた就業履歴の情報又はＣＣＵＳに直接入力した情報の登録を行うこ

とをいう。

９ この要領において「現場利用料」とは、ＣＣＵＳの技能者の就業履歴情報の登録（カ

ードタッチ）ごとに発生する料金であり、元請事業者として現場管理者を登録する事業

者が支払いを行う費用をいう。

１０ この要領において「モデル工事（推奨型）」とは、受注者がＣＣＵＳ活用を希望する

工事をいう。

１１ この要領において「モデル工事（義務型）」とは、発注者が受注者に対しＣＣＵＳの



活用を義務付ける工事をいう。

第３ 対象とする工事

モデル工事は原則として設計金額が５，０００万円（建築一式工事にあっては８，０

００万円）以上の工事又は発注者が指定する工事で、次の各号のいずれかに該当する工

事以外の工事とする。

(1) 緊急を要する工事（災害復旧工事、応急工事等）

(2) 実工期（休日を除く。）が３０日未満の工事

(3) 前各号に掲げる場合のほか、発注者がモデル工事になじまないと判断した工事

第４ 発注方法

発注者がモデル工事として選定する場合は、入札公告及び特記仕様書等において、別

紙に基づきモデル工事の対象である旨を記載する。

第５ 実施内容及び確認方法

１ 受注者は、「モデル工事（推奨型）」又は「モデル工事（義務型）」としてＣＣＵＳを

活用するときは、試行内容と達成目標等を施工計画書に記載し発注者に提出するもの

とする。

２ 受注者は、モデル工事として次の各号に掲げる実施項目を当該各号に定めるところ

により試行するものとする。

(1) 事業者登録

元請事業者の登録を完了すること。

(2) 技能者登録

元請事業者又は下請事業者の技能者のうち１名以上の登録を完了すること。

(3) 管理者ＩＤ登録

元請事業者が現場管理者の登録を完了すること。

(4) カードリーダー設置

カードリーダー又は就業履歴情報の登録のための顔認証カメラや顔認証型のリー

ダーを設置すること。

(5) 就業履歴情報登録

技能者登録の対象者の就業履歴情報を登録し、その情報の蓄積を３０日以上行う

こと。

３ 受注者は、ＣＣＵＳの活用に当たっては、システムの運用主体である一般財団法人建

設業振興基金が作成する「建設キャリアアップシステム現場運用マニュアル」等に基づ

き適正に実施するものとする。

４ 受注者は、不測の事態等によりＣＣＵＳが活用できなくなった場合には、変更施工計



画書を作成し、その旨を速やかに発注者に報告するものとする。

５ 受注者は、モデル工事において受注者が実施した実施項目について、以下の書類を工

事記録に添えて現場完了時に発注者に提出し、確認を受けるものとする。

ア 提出書類は、各実施項目について、実施状況が確認できれば他の確認書類に代え

ることができる。

イ 受注者は、各種登録完了メールについて、ログインＩＤ、パスワード、本人確認

番号その他の個人情報が記載されている場合は、提出時には当該情報が記載され

た箇所を黒塗りしなければならない。

ウ 工事契約締結前に事業者登録や技能者登録を行っている場合は、達成条件を満

たしているものとする。

第６ 工事成績評定への反映

１ 発注者は、モデル工事において受注者が実施した実施項目について、全て達成した場

合は、鴻巣市建設工事成績評定において、以下のとおり加点するものとする。

※工事成績評定の加点は、得点割合０．４を乗じた点数となる。

２ モデル工事（推奨型）の受注者が、評価対象となる実施項目について、評価基準を達

成できなかった場合は、工事成績評定点を減点する措置は講じないものとする。

３ モデル工事（義務型）の受注者が、評価対象となる実施項目について、評価基準を達

成できなかった場合は、成績評定要領の考査項目「７．法令順守等」において１点の減

点とするものとする。

ただし、ＣＣＵＳの運営主体による登録事務の遅れによりＣＣＵＳを活用できなか

った場合については、この限りではない。

実施項目 確認（提出）書類

(1) 事業者登録 事業者登録完了メールの写し

(2) 技能者登録 技能者登録完了メールの写し

(3) 管理者ＩＤ登録 現場管理者ＩＤ登録完了の写し

(4) カードリーダ―登録 カードリーダー等の設置状況写真

(5) 就業履歴情報登録 就業履歴一覧表

評価対象となる実施項目 評価基準 加点（推奨型及び義務型）

(1) 事業者登録 (1)～(5)の全ての項目

について、登録が確認で

きる。

成績評定要領の考査項目

「５．創意工夫」において１

点の加点とする。

(2) 技能者登録

(3) 管理者 ID登録

(4) カードリーダー設置

(5) 就業履歴情報登録



第７ ＣＣＵＳ活用にかかる費用

ＣＣＵＳ活用のための費用のうち、カードリーダー等設置費用及び現場利用料につ

いて、受注者から支出実績を証する資料が提出され、変更契約の求めがあった場合、受

注者及び発注者の協議により、次の各号に掲げるところにより支出実績に応じた金額

を共通仮設費（建築一式工事の場合は負担金）として積み上げ計上し、変更契約の対象

とする。

この場合において当該費用は現場管理費率及び一般管理費等の対象外として積算す

る。

(1) カードリーダー又は就業履歴情報の登録のための顔認証カメラや顔認証型のリ

ーダーの購入費用について、購入を証する領収書等による支出実績と現場での使用

実績を確認し、支出実績に基づき新規購入に限り費用を計上する。

なお、ＣＣＵＳの継続的な活用を推進する観点から、リースの場合は費用を計上

しない。また、就業履歴の蓄積に使用する機器（パソコン、タブレット等）の設置

費、通信費等は計上しない。

(2) 現場における現場利用料（カードタッチ費用）は、当該現場に係る現場利用料の

明細等に基づき費用を計上する。

また、現場でカードタッチを失念した場合の事後補正については、（一財）建設業

振興基金による請求に含まれる範囲に限り対象とする。

なお、ＣＣＵＳへの事業者登録、技能者登録にかかる費用及び管理者ＩＤ利用料

は計上しない。

第８ その他

この要領に定めのない事項については、受注者及び発注者の協議により定めるもの

とする。

附 則

この要領は、令和８年１月１日から施行する。

現場で使用するＯＳ 費用計上の上限 台数

Windows 10,000 円／台（税抜） １工事あたり２台を上限とす

る。ios 30,000 円／台（税抜）



別紙

（入札公告及び特記仕様書へのモデル工事の対象である旨の明示）

＜入札公告＞

※発注方式により、「推奨」又は「義務」を記入

＜特記仕様書＞

※発注方式により、「推奨」又は「義務」を記入

１ 入札対象工事

その他

本工事は、建設キャリアアップシステム活用モデル工事（※型）の試行対象工事である。

なお、試行の実施は「鴻巣市建設キャリアアップシステム活用モデル工事試行要領」に

よるものとする。

建設キャリアアップシステム活用モデル工事

本工事は、建設キャリアアップシステム活用モデル工事（※型）の試行対象工事である。

なお、試行の実施は「鴻巣市建設キャリアアップシステム活用モデル工事試行要領」に

よるものとする。


